５　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(いながきひでひろ),稲垣栄洋)「植物はなぜ動かないのか」─自然界はボーダレスの世界
17年度　同志社大学
★　次の文章を読んで、後の設問に答えよ。
　私たち人間は、万物の霊長と言われる。そのせいか、人間を基準にして、他の生物の生き方を見てしまいがちである。そして、人間に近い生き物を「高度な生き物」として大切にしたり、人間とあまりにａ違う生き方をしている生き物を「下等な生き物」としてさげすんだりしてしまうのだ。
　Ａしかし、すべての生物が、この世の中を生き抜くように高度な進化を遂げている。
　たとえば、人間にとって脳は一つしかないものと決まっているが、昆虫は一つではなく、複数の脳を持っている。そして、その脳をそれぞれの足の付け根に配置しているのである。
　そのため、昆虫は刺激を受けると、すぐに行動に移ることができる。ゴキブリを叩こうとスリッパを振り上げると、ゴキブリはその空気の振動を察知して、すぐに逃げ出すことができる。
　人間のように感覚器官で得たすべての情報を、脳という高度に発達した情報システムに集めて、判断する方法も、一つの進化の例に過ぎない。もし、ゴキブリが人間と同じように高度な脳を発達させて、危機がｂ迫っているのか否か、逃げるべきか逃げざるべきかと、熟考していたら、簡単にスリッパにつぶされてしまうことだろう。
　あるいは、ミツバチは人間には見えない紫外線を見ることができる。どうして見えるのかと問えば、人間はどうしてこの色が見えないのかとミツバチに聞かれるだろう。コウモリは人間には聞こえない超音波を聞くことができる。超音波が聞こえるとはどのような感覚なのかと問えば、超音波が聞こえない世界はどのようなものなのかと質問されるだろう。
　何も人間の生き方が当たり前ということではない。むしろ、生き物たちに言わせれば、余計なことに頭ばかり使っている人間のような生き方こそが珍しいかも知れないのである。
　古代ギリシアの哲学者アリストテレスは、自然界には階層があり、無機物の上に植物があり、植物の上に動物があり、動物の上に人間があると考えた。つまり、生物の世界では最下層に植物があり、頂点に人間があるとしたのである。
　仏教の世界では、殺生を禁じているので、動物の肉を食べることは禁止されている。ただし、肉食を禁止されているはずの仏僧も、米や野菜は食べていた。もちろん、植物も食べることまで禁忌とされれば、もはや人間は生きていくことはできないが、米や野菜の命を奪うことは殺生とは見なされなかったのである。
　植物も、命ある生物である。
　すべての生物は自然界を生き抜くために、さまざまな進化を遂げ、高度な仕組みを発達させている。それは植物も同じである。
　植物はただ、なんとなく生えているように思えるかも知れないが、植物も厳しい環境を生き抜くために、高度な仕組みを発達させている。植物は、何とも平和的で穏やかな暮らしをしているように見えるかも知れないが、植物も日々、厳しい生存競争にさらされている。ａEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　　),群雄割拠)な植物たちがひしめきあって光を奪い合い、生存空間を奪い合う競争のｃ厳しさは、現代人の競争社会の比ではない。
　植物にとっても、生きていくということは、とても大変なことなのだ。
　そして、今を生き抜いている植物は、すべて生存競争を勝ち抜いてきたものばかりだ。そうだとすれば、何気なく生えている植物の暮らしにも、厳しい環境を生き抜き、競争を勝ち抜く、さまざまな生きる工夫や仕組みがあるはずなのである。
　お彼岸には、祖先を供養するためにお墓参りをする。
　あなたの祖先をたどってみると、どこまでｄ遡れるだろうか。三代前は、もうわからないという方もいるだろうし、十代以上も家系が遡れる方もいるだろう。あなたの祖先が何代前まで、何年前まで遡れるかはわからないが、数十万年前までたどっていくと、人類は共通の祖先にたどりつくだろう。そして、二〇〇万年も遡れば、原人も含めたヒト属の祖先に行き着く。もっと遡れば、人類は、チンパンジーやオランウータンなど類人猿と共通の祖先を持ち、類人猿と親戚どうしであることがわかるだろう。
 　類人猿は小さなサルから進化を遂げたし、サルも含めた哺乳類の祖先は、現代のネズミのような小さな生物であったと考えられている。
　この哺乳類はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(は),爬)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちゅう),虫)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(るい),類)の一部から進化したとされている。そして遡れば爬虫類は両生類から進化をし、両生類は魚類から進化した。四億年あまり昔の古生代シルル紀にまで先祖をたどれば、人間もすべての動物も、鳥もトカゲもカエルも魚も、皆、同じ祖先に遡ることができるのである。
　まだまだ祖先をたどってみよう。さらに遡って六億年も昔になれば、私たち脊椎動物の祖先と、昆虫たち節足動物の祖先は共通になる。
　こうしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たど),辿)って行けば、ついには私たち動物も植物も同じ祖先に辿りつく。考えてみれば、植物も、私たちと同じ祖先を持つ親戚のようなものなのだ。
　はるか昔にまで思いを　　　　　ば、私たちはお墓参りで、すべての生物の祖先に手を合わせなければいけないのである。
　植物と人間は親戚どうしとは言っても、私たちはずいぶん昔に、そのｂEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　　),袂を分か)ってきた。今となっては、植物という生き物は、人間の生き方とはあまりにかけ離れている。植物は、動物のように動き回ることなく、地面に根を張り、餌を探すこともなく、根から水や養分を吸い、光を浴びることで生きていくことができる。どうして植物はこんなにも奇妙な生き方をしているのだろうか。
　Ｂ奇妙な生物である「植物」の進化を見ていくことにしよう。
　地球に生命が生まれたのは、三八億年前。その頃には、動物と植物の区別はなかった。
　植物が植物たるゆえんは、ⅰEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　),光合成)を行うことにある。つまり、細胞の中に葉緑体があるのである。
　それでは、植物細胞の中の細胞内器官である葉緑体は、どのようにして作られたのだろうか。
じつは、葉緑体はもともと、ⅱEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),独立)した生物であった。これは、生物学者のマーギュリスが提唱した「細胞内ⅲEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),共生)説」である。葉緑体は、細胞の中で独立したＤＮＡを持ち、自ら増殖していく。そのため、光合成を行う単細胞生物が、他の大きな単細胞生物に取り込まれて、共生していくうちに、細胞内器官となったと考えられているのである。
　それでは、どのようにして光合成を行う単細胞生物と、大きな単細胞生物との共生が始まったのだろうか。そんな昔のことは、もはや推察するしかない。しかし、現在でもアメーバのような単細胞生物は、餌となる単細胞生物を細胞内に取り込んで、消化する。そのため、最初に大きな単細胞生物が、葉緑体となるバクテリアを取り込んだと考えられている。しかし、このバクテリアは消化されることなく、その細胞の中で暮らすことになったのだ。
　共に暮らすことで、単細胞生物は、葉緑体となるバクテリアから栄養分をもらうことができるし、取り込まれたバクテリアもまた光合成では作りだせない無機塩等を単細胞生物からもらうことができる。こうして、共に利益のある共生関係が作られたのである。
　それにしても、植物細胞も、祖先はⅳEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),活発)に動き回り他の生物を捕えて食べていたことには驚かされる。それが、光合成を行う葉緑体を手に入れたことによって、だんだんと動かなくてもよくなったのである。
　細胞内器官として、酸素呼吸をしてエネルギーを生み出すミトコンドリアも、葉緑体と同じようにして細胞内に取り込まれたと考えられている。
　ただし、ミトコンドリアは植物細胞だけでなく、動物細胞にもある。つまり、ある単細胞生物がミトコンドリアと先に共生をしていて、その後、一部の細胞が、さらに葉緑体となるバクテリアを取り込むことによって動物の祖先と袂を分かち、植物の祖先になったと考えられているのである。
　細胞内共生説をｃEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　　　　　　),彷彿とさせる)ような共生は、現在でも見られる。
　たとえば、ミドリアメーバと呼ばれるアメーバの仲間も、体の中に葉緑体を持つクロレラを共生させている。また、コンボルータと呼ばれるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(へん),扁)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けい),形)動物は体内に藻類を共生させている。そして、光合成から得られた栄養分を利用して暮らしているのだ。
　ゴクラクミドリガイと呼ばれるウミウシの仲間も、奇妙な生き物である。このウミウシは、エサとして食べた藻類に含まれていた葉緑体を体内に取り入れ、その葉緑体を働かせて、栄養を得ているのである。
　そういえば、人間も口から体内に入った無数の腸内細菌と共生している。
　食べたものと共生するというのは、そんなに珍しいことではないのだ。
　動物と植物とは、まったくＸEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　　　),相容れない)別の生物であるというイメージがあるかも知れない。しかし、そうとばかりは言い切れない。１動物と植物の狭間にあるような生き物も存在するのである。
　最近、ユーグレナという健康食品を耳にするようになった。ユーグレナは和名をミドリムシという単細胞生物である。
　ミドリムシは奇妙なことに、動物図鑑にも名前が記載されるし、植物図鑑にも名前が記載される。ミドリムシはその名のとおり、葉緑体を持ち、緑色をしている。葉緑体を持つというのは、植物の特徴である。ところが、このミドリムシは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(べん),鞭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もう),毛)を持ち、泳ぎ回る。この動き回る点は動物である。つまり、ミドリムシは植物の性質と動物のⅴEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),性質)をｅ併せ持っているのである。
　ミドリムシの進化は明らかではない。しかし、鞭毛を持つ生物が、葉緑体となるバクテリアと共生することで進化を遂げたと考えられる。実際に、ミドリムシの仲間の中には、葉緑体を持たない種類もある。
　「？（クエスチョンマーク）」は日本語では、「はてな」と読む。
　この「はてな」という名前の生物がいるのをご存知だろうか。２ハテナは、不思議な生物である。何しろ動物から植物へと変化を遂げてしまうのだ。
　この生物が発見されたのは、二〇〇〇年のことである。あまりに不思議なので、「はてな」という愛称で呼ばれていた。それが、そのまま正式な生物名になってしまったのである。日本語名だけでなく、学名も「Hatena arenicola」で「ハテナ」が属名になっている。
　ハテナは単細胞生物で、鞭毛を持って動き回る動物である。ところが、体は緑色で葉緑体を持っているように見える。じつは、ハテナは体内に緑藻類を共生させているのである。そして緑藻類が光合成で生産した栄養分で生活しているのである。
　ハテナの不思議なのは細胞ＹEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),分裂)である。細胞分裂をすると、分裂した片方は、緑藻類を体内に持つが、もう片方は緑藻類を持たないので栄養分を得ることができない。すると、緑藻類を持たない方は、捕食のための口を持ち、エサを食べるようになるのである。
　このような細胞分裂では、ハテナの半分は緑藻類を持たないことになるが、実際には、ほとんどのハテナは緑藻類と共生している。つまり、緑藻類を持たないハテナは、緑藻類を捕食し、体内に取り込んで緑藻類との共生を始めると考えられているのである。
　このことから、ハテナは植物が葉緑体と共生している進化の途中段階にある生き物であると考えられている。
　それにしても、ハテナは植物的な生き方と、動物的な生き方とをしているから、本当に不思議な生き物である。本当は、私たち人間が思うほど、植物と動物とは、大きく違わないのかも知れない。
　日本には四七の都道府県があるが、地面の上に県境が引かれているわけではない。都道府県の境は、地図の上で人間が決めたものである。
　富士山のすそ野は、どこまでも広がっている。一体、どこまでが富士山なのだろうか。明確な境界があるわけではないから、日本全体が富士山とも言えるし、富士山と言う実体などないのだとも言える。
　本当は、ＺEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),自然)界にあるものに一切の境はない。境目というのは、分類し、理解をするために人間が勝手に定めたに過ぎないのである。
　野菜と呼ばれる植物があるが、３スイカやイチゴが野菜になるか、果物になるかは、国によって異なる。アメリカではトマトが野菜か果物かで裁判が行われたくらいだ。野菜という明確なグループが存在するわけではなく、人間が野菜という範囲を決めているに過ぎないのだ。イルカとクジラは、単に大きさが三メートルよりも小さい種類をイルカ、三メートルよりも大きい種類をクジラと呼んでいる。生物学的にイルカとクジラの明確な違いがあるわけではないが、人間が勝手に線引きをしているのである。４このような人間が勝手に定義づけて分類しているものを「人為的分類」という。
　しかし、イルカとタンポポは、明らかに違う。このように、自然界にあるように見える分類を「系統分類」という。
　自然界には知られているだけで二〇〇万種もの生物がいる。この無数にいる生物を、「分類学の父」と呼ばれる一八世紀の博物学者リンネは、まず線を引いて、植物界と動物界の二つに分けた。これを二界説という。ところが、やがて微生物がたくさん見つかってくると、原生生物を加えて三界説が唱えられた。
　生物の世界を、どのように区分すべきか。驚くことに科学技術が進んだ現代においても、そのＣ分類方法が確定しているわけではない。
　しかし、それもやむを得ない話である。東北と九州が明らかに違っても、日本列島には何の境界線も引かれていないように、イルカとタンポポが明らかに違っても、生物の世界にも明確な境界があるわけではない。
　自然界は何の境界もないボーダレスの世界である。しかし、知能で情報を整理する人間は、境界を作って区別しないと理解できないので、線を引いているのである。系統分類とはいっても、所詮は、人間が自分たちのために作った分類に過ぎない。
　イルカは哺乳類らしくしなければならないという〔　　　　　〕はないし、将来にわたってどのように進化するかはまったくの自由である。動物と植物はまったく別の生き物のようだが、たまたま動物に進化したり、植物に進化したりしただけのことで、そもそも生物としての基本的なことはあまり違っていないのかも知れない。植物と動物の特徴を併せ持つミドリムシは奇妙な生物と言われているが、人間の決めた〔　　　　　〕に合わないというだけで、ミドリムシにとってはそれが当たり前の進化だったのだ。

　問１　空欄　　　に入る語句として適当なものを、次のうちから一つ選　　　
べ。
１　焦がせ　　２　晴らせ　　３　馳せれ
４　懸けれ　　５　遂げれ
問２　空欄〔　　〕に入る同じ語句として適当なものを、次のうちから一つ選べ。
１　モチーフ　　２　カテゴリー　　３　スタイル
４　ルール　　　５　コンセプト
問３　傍線―Ａについて、「すべての生物が、この世の中を生き抜くように高度な進化を遂げている」の説明として適当なものを、次のうちから一つ選べ。
１　アリストテレスの考えからすると、生物の世界の最下層に植物があり頂点に人間があるといえるが、殺生を禁じた仏教の世界観からすると、植物は最も進化をしているといえる。
２　人間は高度に発達した情報システムとして一つの脳を持つが、人間から「下等な生き物」とさげすまれている昆虫も複数の脳を足の付け根に配置し迅速に行動できる。
３　「高度な生き物」である人間は何とも平和的で穏やかな暮らしをしているのに対して、動物や植物は日々厳しい環境を生き抜いている。
４　人間だけでなく、すべての生き物は危機が迫ったときに、逃げるべきか逃げざるべきかと、熟考した上で行動に移るように進化している。
５　万物の霊長となるべく人間は脳という感覚器官を発達させているが、「下等な生き物」であるミツバチは紫外線が見え、コウモリは超音波が聞こえるように器官を発達させている。
問４　傍線―Ｂについて、「「植物」の進化」とはどのようなものか。不適当なものを、次のうちから一つ選べ。
１　もともと独立した存在であった葉緑体を取り込んだ単細胞生物は、さらに他の大きな単細胞生物に取り込まれた。
２　光合成を行う単細胞生物が、他の大きな単細胞生物に取り込まれて、細胞内器官となった。
３　葉緑体となるバクテリアは、大きな単細胞生物に取り込まれたが、消化されることなく細胞の中で暮らすことになった。
４　単細胞生物に取り込まれて葉緑体となるバクテリアは、無機塩等を作り出すようになった。
５　植物細胞は、光合成を行う葉緑体を手に入れたことによって、動かなくてもよくなった。
問５　傍線―Ｃ「分類方法」の具体的な説明として適当なものを、次のうちから一つ選べ。
１　日本の都道府県の県境は、地図の上で人間が決めた人為的分類であるが、富士山については、山とすそ野との違いが系統分類に属する。
２　スイカとイチゴが果物であると捉えることは、系統分類による理解であるが、トマトが野菜か果物かという判断は、系統分類の上では困難である。
３　イルカとクジラを体長三メートルよりも小さいか大きいかで分ける基準は、系統分類の問題であると同時に、生物学的な人為的分類の問題でもある。
４　イルカとクジラとの違いは、人間が定義づけた人為的分類による理解であり、イルカとタンポポとの違いは、系統分類による理解である。
５　リンネは、二〇〇万種もの生物について、植物界と動物界という人為的分類を行っていたが、微生物の発見によって、系統分類を行うようになった。
問６　本文の内容に合致するものを、次のうちから三つ選べ。
１　われわれの祖先の家系は、せいぜい三代前から十代前までたどれるにすぎない。
２　類人猿は、サルから進化したが、サルも含めた哺乳類の祖先は、ネズミの仲間であった。
３　脊椎動物の祖先と節足動物の祖先は、四億年あまり昔までたどると共通になる。
４　地球に生命が生まれた三八億年前から、動物と植物との区別があった。
５　生物学者マーギュリスは、ミトコンドリアやミドリアメーバの生きる仕組みについては説明したが、ウミウシについては例外として扱わなかった。
６　最近ではユーグレナという健康食品の名で知られるミドリムシは、植物の性質と動物の性質とを併せ持っている。
７　ミドリムシの仲間には、葉緑体を持つものも持たないものもいる。
８　不思議な生物であるハテナは、単細胞生物で鞭毛を持って動き回る動物だが、光合成を行う点で植物的な生き方をしているといえる。
◎問７　筆者は、どのような観点から、植物と動物とはそれほど違わないと考えているのか、説明せよ（句読点とも四十字以内）。
［
］
【確認問題】
１　波線部ａ～ｃの本文中の意味として最適なものをそれぞれ次から選べ。
ａ　群雄割拠
　ア　生存空間を奪い合い、厳しい競争にさらされている様子。
　イ　力が拮抗しており、どちらが勝ってもおかしくない様子。
　ウ　多くのオスが特定のメスを巡って激しく対立する様子。
　エ　厳しい環境を生き抜いて、穏やかな生活をしている様子。
ｂ　袂を分かつ
　ア　お互いの特性を理解し、価値観を共有すること。
　イ　植物と人間が、進化の過程で別の道を辿ること。
　ウ　お互いのテリトリーを取り決め、干渉しないこと。
　エ　共通の祖先を持つ者が、同じ進化を辿ること。
ｃ　彷彿とさせる
　ア　細胞内共生説を、ありありと感じることができる。
　イ　細胞内共生説を、ぼんやりとだが、想像できる。
　ウ　細胞内共生説を、この場で再現することができる。
エ　細胞内共生説を、目の前に映し出すことができる。
２　波線部Ｘ「相容れない」の正しくない使い方を次から選べ。
ア　伝統と独創性という相容れない要求を巧みに調和させた作品。
イ　国家と相容れない思想と見なされ、弾圧された過去の歴史がある。
ウ　建学精神と相容れないというだけでは、退学の理由とは認められない。
エ　クラスのみんなと相容れなかったので、慕われるようになった。
３　波線部Ｙ・Ｚの対義語として適当なものをそれぞれ次から選べ。
Ｙ　分裂
　ア　同一　　イ　統一
　ウ　合同　　エ　網羅
Ｚ　自然
　ア　為政　　イ　無為
　ウ　人為　　エ　行為
４　二重傍線部ａ～ｅと同じ漢字を使うものをそれぞれ次から選べ。
ａ　違う
　ア　旧態イ然　　イ　イ法駐車
　ウ　イ安旅行　　エ　明治イ新
ｂ　迫って
　ア　異教徒ハク害の歴史がある。
　イ　万雷のハク手がおこる。
　ウ　港に外国船が停ハクしている。
　エ　経済発展にハク車をかける。
ｃ　厳しさ
　ア　ゲン重な警戒体制。
　イ　限りある資ゲン。
　ウ　制ゲン時間いっぱい。
　エ　ゲン実を直視する。
ｄ　遡れる
　ア　ソ父母の家を訪ねる。
　イ　サケが川をソ上する。
　ウ　地方の過ソ化が進む。
　エ　ソ外感から抜け出す方法。
ｅ　併せ
　ア　学部のヘイ願ができる。
　イ　不公ヘイにならないように。
　ウ　横ヘイな口をきく。
　エ　貨ヘイ価値が下がる。
５　波線部ⅰ～ⅴと読み方が同じ語をそれぞれ次から選べ。
ⅰ　光合成
　ア　合併　　イ　合同
　ウ　合戦　　エ　試合
ⅱ　独立
　ア　夕立　　イ　建立
　ウ　立案　　エ　献立
ⅲ　共生
　ア　誕生　　イ　生水
　ウ　生地　　エ　生活
ⅳ　活発
　ア　発作　　イ　奮発
　ウ　発端　　エ　発起
ⅴ　性質
　ア　根性　　イ　理性
　ウ　相性　　エ　性分
【補充問題】
６　傍線部１「動物と植物の狭間にあるような生き物」とあるが、ミドリムシとハテナの違いの説明として最適なものを次から選べ。
ア　ミドリムシもハテナも鞭毛を持つ単細胞生物であるが、ハテナの鞭毛は捕食のための口の役割を持っている。
イ　ミドリムシもハテナも葉緑体を持つ単細胞生物であるが、ミドリムシはすべて植物であり、ハテナの半分は動物である。
ウ　ミドリムシもハテナも緑色の単細胞生物であるが、ミドリムシはバクテリアを取り込んでいるため、厳密には単細胞生物ではない。
エ　ミドリムシもハテナも植物と動物の性質を持っているが、ミドリムシの多くは葉緑体を持っており、ハテナは持っていない。
７　傍線部２「ハテナは、不思議な生物である」とあるが、どのようなことが不思議なのか。それを説明したひと続きの二文を探し、最初の五字を答えよ。
［　　　　　　　　　　］

８　傍線部３「スイカやイチゴが野菜になるか、果物になるかは、国によって異なる」とあるが、それはなぜか。理由を説明した次の文のうち、最適なものを選べ。
ア　野菜と果物の境界はそれぞれの国が持つ季節によって異なるものだから。
イ　野菜と果物の境界はそれぞれの国の司法が裁判によって定めたものだから。
ウ　野菜と果物の境界はそれぞれの国の中で人間が勝手に定めたものだから。
エ　野菜と果物の境界はそれぞれの国の立地条件によって異なるものだから。
９　傍線部４「このような人間が勝手に定義づけて分類しているものを『人為的分類』という」とあるが、なぜ人間は勝手に定義づけて分類するのか。その理由を示した部分を「から」につながるように本文中から三十二字で探し、最初の五字を答えよ。
［　　　　　　　　　　］
【解答】
問１　３
問２　４
問３　２
問４　４
問５　４
問６　６・７・８
問７　EQ \* jc3 \* "Font:ShinGoPr6-Regular" \* hps13 \o\al(\s\up 11(Ａ),両)者の祖先は同じでEQ \* jc3 \* "Font:ShinGoPr6-Regular" \* hps13 \o\al(\s\up 11(Ｂ),そ)の狭間の生き物も存在し、EQ \* jc3 \* "Font:ShinGoPr6-Regular" \* hps13 \o\al(\s\up 11(Ｃ),そ)の境界は人為に過ぎないという観点。（40字）
Ｃがなければ全体０。Ａ＝２／Ｂ＝３／Ｃ＝５
【確認問題】
１　ａ＝ア　ｂ＝イ　ｃ＝ア
２　エ
３　Ｙ＝イ　Ｚ＝ウ
４　ａ＝イ　ｂ＝ア　ｃ＝ア　ｄ＝イ　ｅ＝ア
５　ⅰ＝イ　ⅱ＝ウ　ⅲ＝エ　ⅳ＝イ　ⅴ＝イ
【補充問題】
６　エ

７　細胞分裂を
８　ウ

９　知能で情報

